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＝令和６年度各会計決算を認定＝
　

議
案
の
審
議
で
は
、
各

会
計
補
正
予
算
や
条
例
改

正
な
ど
の
議
案
す
べ
て
を

原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計

ほ
か
国
保
な
ど
３
特
別
会

計
、
水
道
事
業
な
ど
３
企

業
会
計
、
関
連
議
案
２
件

及
び
報
告
２
件
は
、
定
例

会
初
日
に
設
置
し
た
決
算

審
査
特
別
委
員
会
（
石
垣

加
奈
子
委
員
長
、
伊
藤
萌

里
副
委
員
長
）
に
付
託
し

た
。
同
委
員
会
で
５
日
間

に
わ
た
り
審
査
を
行
い
、

決
算
に
つ
い
て
は
認
定
、

関
連
議
案
に
つ
い
て
は
原

案
可
決
、
報
告
案
件
に
つ

い
て
は
報
告
済
み
と
す
る

委
員
長
報
告
が
あ
っ
た
。

１
名
が
賛
成
討
論
を
行
い
、

全
会
一
致
で
認
定
、
可
決

議員定数18人に改正

大
雨
・
強
風
被
害

�

速
や
か
に
対
応

全
共
開
催
Ｐ
Ｒ

す
ず
ら
ん
和
牛
給
食
を
提
供 軽米町のヒエポン、和ぎゅリー、モ～るちゃん、おおそでくん

（みのり～むフェスタおとふけ）

一
般
会
計
補
正

予
算
の
内
容

９
月
定
例
会

　
第
３
回
定
例
会
が
、
９
月
10
日
か
ら
10
月
１
日
ま

で
の
22
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
一
般
会
計
補
正
予

算
や
条
例
改
正
な
ど
の
議
案
、
意
見
案
等
に
つ
い
て

審
議
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
で
は
、
10
名
が
11
項
目

に
つ
い
て
理
事
者
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

し
た
。

　

議
員
提
案
に
よ
る
「
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

堅
持
、『
30
人
以
下
学
級
』

な
ど
教
育
予
算
確
保
・
充

実
の
実
現
に
向
け
た
要
望

意
見
書
」
に
つ
い
て
は
、

賛
成
多
数
で
、「
す
べ
て

の
子
ど
も
に
ゆ
た
か
な
学

び
を
保
障
す
る
高
校
教
育

を
求
め
る
要
望
意
見
書
」

に
つ
い
て
は
、
全
会
一
致

で
可
決
し
た
。意
見
案
は
、

そ
れ
ぞ
れ
関
係
機
関
に
送

付
し
た
。（
詳
細
は
６
〜

７
ペ
ー
ジ
）

　

ま
た
、
音
更
町
議
会
の

あ
り
方
調
査
特
別
委
員
会

の
委
員
長
報
告
で
は
、
反

対
及
び
賛
成
の
討
論
が
あ

り
、
採
決
の
結
果
、
賛
成

多
数
で
可
決
し
た
。
こ
れ

に
伴
い
、
議
員
提
案
に
よ

る
、
音
更
町
議
会
議
員
定

数
条
例
の
改
正
案
に
つ
い

て
追
加
提
案
が
あ
り
、
賛

成
多
数
で
可
決
し
た
。（
詳

細
は
６
〜
７
ペ
ー
ジ
、
16

ペ
ー
ジ
）

　

９
月
20
日
か
ら
21
日
に

か
け
て
の
大
雨
と
強
風
に

よ
り
、
明
渠
排
水
路
や
町

道
等
が
被
害
を
受
け
、
そ

の
応
急
対
策
を
実
施
す
る
。

　

全
国
和
牛
能
力
共
進
会

Ｐ
Ｒ
事
業
と
し
て
、
町
内

の
全
小
中
学
校
で
、
和
牛

に
関
す
る
授
業
と
と
も
に
、

す
ず
ら
ん
和
牛
給
食
を
提

供
し
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
に

向
け
た
醸
成
を
図
る
。

議会会議録に関するお知らせ議会会議録に関するお知らせ
音更町議会は会
議録を公開して
います。 ぜひご
覧ください。
http://www.town.otofuke.
�hokkaido.dbsr.jp/index.php/
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・�畑作物産地生産体制確立・強化緊急対策事業補
助金（豆類等の安定生産対策、省力作業機械導
入に対する補助）
� 1億3,361万円
・児童生徒各種大会参加交付金� 1,100万円
・福祉灯油費� 720万円
・不妊治療費助成金� 680万円

主な一般会計補正予算（千円以下切り捨て）

議
員
定
数
条
例
を
改
正

�

２
人
削
減
し
18
人
に

災
害
時
の
対
応

�

事
業
者
の
拡
大

農
業
委
員
の

�

任
命
に
同
意

人
権
擁
護
委
員
の

�

推
薦
を
決
定

決
ま
っ
た

主
な
内
容

　

音
更
町
議
会
の
あ
り
方

調
査
特
別
委
員
会
の
報
告

を
受
け
、
議
員
定
数
条
例

を
改
正
し
、
次
期
一
般
選

挙
か
ら
議
員
定
数
を
現
行

の
20
人
か
ら
18
人
に
２
人

削
減
す
る
。

　

災
害
そ
の
他
非
常
の
場

合
に
お
い
て
、
他
の
市
町

村
長
の
指
定
を
受
け
た
事

業
者
等
が
給
水
装
置
及
び

排
水
設
備
等
に
関
す
る
工

事
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
音
更

町
水
道
事
業
給
水
条
例
及

び
音
更
町
公
共
下
水
道
条

例
を
改
正
す
る
。

　

農
業
委
員
会
委
員
に
つ

い
て
、
次
の
方
の
任
命
に

同
意
し
た
。

・
本
田　
英
樹
さ
ん

�

（
新
任
）

・
江
崎　
泰
嘉
さ
ん

�

（
新
任
）

　

12
月
31
日
で
任
期
満
了

と
な
る
人
権
擁
護
委
員
に

つ
い
て
、
次
の
方
の
推
薦

を
決
定
し
た
。

・
佐
藤　
陽
子
さ
ん

�

（
再
任
）

・
猪
俣　
律
子
さ
ん

�

（
再
任
）

・
對
馬　
徹
雄
さ
ん

�

（
再
任
）

◆�水道基本料金の免除期間延長
　物価高騰対策として、公共施設を
除く町内全ての上水道及び簡易水道
の契約者を対象に、今年７月から10
月検針分まで、４か月分の水道基本料金の免除を行っ
ているが、国から追加で交付される交付金を活用し、
免除期間を更に１か月延長することとした。

◆西中音更小学校の閉校及び統合
　西中音更小学校は、昭和６年に特別教授場として開
校以来、94年にわたる長い歴史と伝統を有し、学舎を
巣立った多くの有能な人材が現在も各方面で活躍され
ている。しかし、近年は児童数の減少が続き、今後も
大幅な増加が見込めない状況にある。
　こうした中、ＰＴＡと地域の皆さんが子どもたちの
教育環境などを考慮し、将来の方向性について話合い
を重ねた結果、教育委員会に対し、西中音更小学校を
閉校及び統合することで一致した旨の文書が提出され
た。
　これを踏まえて、令和８年度末をもって西中音更小
学校を閉校し、駒場小学校に統合することとした。
　なお、閉校後の校舎等の利活用については、町内各
部署と連携を図りながら検討を進める。

　第３回定例会初日の９月10日、小野町長から行
政報告がありました。

行政報告行政報告

今号の表紙は、町民の皆様から応募いただ
いた写真を掲載しています。
たくさんのご応募ありがとうございました。

写真の応募写真の応募
ありがとうございましたありがとうございました
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柴し
ば
た田　

秀ひ
で
き樹 

議
員
（
創
成
会
）

大
雪
被
害
の

　
　
迅
速
対
応
を
評
価

賛成賛成
　

物
価
高
騰
や
不
安
定
な

国
際
情
勢
の
影
響
を
受
け
、

町
民
生
活
に
厳
し
い
状
況

が
続
く
中
、
本
町
は
柔
軟

に
対
応
し
、
生
活
の
安
定

と
将
来
を
見
据
え
た
施
策

が
進
め
ら
れ
た
。

　

十
勝
地
方
を
襲
っ
た
記

録
的
大
雪
で
は
、
農
業
者

へ
の
支
援
と
し
て
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
等
撤
去
費
用
の

助
成
が
迅
速
に
行
わ
れ
、

除
雪
対
応
も
素
早
く
進
め

ら
れ
た
。
町
民
生
活
を
守

る
力
と
な
り
、
職
員
の
尽

力
に
敬
意
を
表
す
る
。

　

教
育
分
野
で
は
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
や
小

中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
が
進
め
ら
れ
、
子
ど
も

た
ち
の
学
び
と
健
康
が
守

ら
れ
た
。
ク
ー
リ
ン
グ
シ

ェ
ル
タ
ー
の
整
備
や
個
別

避
難
計
画
の
推
進
、
福

祉
・
医
療
・
介
護
体
制
の

充
実
も
進
展
し
た
。

　

財
政
は
黒
字
を
確
保
し

健
全
性
が
維
持
さ
れ
て
お

り
、
今
後
も
町
民
に
寄
り

添
っ
た
行
政
運
営
を
期
待

し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

決
算
審
査
で
討
論

決
算
審
査
で
討
論

子どもたちの健康を守る
エアコン設置

令和６年度令和６年度
決算審査決算審査
ハイライトハイライト

一般会計の決算額
歳入総額 264億8,912万円 歳出総額 257億7,095万円

地方交付税
64億8,483万円
24.5％

町税
53億8,312万円
20.3％

町税
53億8,312万円
20.3％

国庫支出金
33億3,268万円
12.6％

国庫支出金
33億3,268万円
12.6％

道支出金
26億849万円
9.8％

道支出金
26億849万円
9.8％

町債
24億9,779万円

9.4％

町債
24億9,779万円

9.4％

諸収入
12億8,165万円

4.8％

諸収入
12億8,165万円

4.8％

地方消費税交付金
11億2,355万円

4.2％

地方消費税交付金
11億2,355万円

4.2％

繰入金
9億2,812万円
3.5％

繰入金
9億2,812万円
3.5％

寄附金
8億2,956万円
3.1％

寄附金
8億2,956万円
3.1％ 繰越金ほか

20億1,933万円
7.8％

繰越金ほか
20億1,933万円

7.8％

保健福祉費
71億2,775万円
27.7％

産業振興費
23億917万円

9％

産業振興費
23億917万円

9％

職員費
26億8,984万円
10.4％

職員費
26億8,984万円
10.4％

建設費
20億1,301万円

7.8％

建設費
20億1,301万円

7.8％

教育費
30億2,643万円
11.7％

教育費
30億2,643万円
11.7％

公債費
23億4,680万円

9.1％

公債費
23億4,680万円

9.1％
町民生活費

27億8,499万円
10.8％

町民生活費
27億8,499万円
10.8％

企画費
15億2,434万円

5.9％

企画費
15億2,434万円

5.9％

総務費
13億1,306万円

5.1％

総務費
13億1,306万円

5.1％

諸支出金
5億485万円
2％

諸支出金
5億485万円
2％ 議会費

1億3,071万円
0.5％

議会費
1億3,071万円
0.5％

　

定
例
会
最
終
日
、
令
和
６
年
度
決
算
認
定
に
対
し
、

賛
成
の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
要
約
し
て

掲
載
し
ま
す
。
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地
域
交
流
事
業
の
増

加
の
要
因
と
そ
の
効

果
は
。町

内
会
の
イ
ベ
ン
ト

に
係
る
補
助
対
象
を

拡
大
し
、
申
請
が
増
加
。

コ
ロ
ナ
禍
で
減
っ
た
地
域

交
流
が
盛
ん
に
な
っ
た
。

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド

対
策
は
。

今
後
の
社
会
保
障
関

係
費
の
見
通
し
、
公

共
施
設
の
維
持
更
新
・
長

寿
命
化
の
課
題
は
。

ハ
チ
駆
除
の
対
応
基

準
は
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
返
納
数
と
理
由
は
。

認
可
保
育
園
を
希
望

し
た
が
、
認
可
外
に

入
園
し
た
ケ
ー
ス
は
。

時
間
外
勤
務
が
減
っ

た
要
因
は
。

耐
震
化
に
係
る
導
水

教
育
相
談
体
制
及
び

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

の
状
況
は
。

文
化
セ
ン
タ
ー
長
寿

命
化
事
業
手
法
の
検

討
結
果
は
。

小
中
学
校
の
特
別
教

室
や
体
育
館
な
ど
の

エ
ア
コ
ン
整
備
の
方
針
は
。

公
園
に
あ
る
バ
ス
ケ

ッ
ト
ゴ
ー
ル
の
安
全

性
は
。 公

営
住
宅
の
申
込
状

況
は
。

モ
ン
ベ
ル
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
の
効
果
は
。

甜
菜
の
生
産
状
況
は
。

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ

ー
へ
の
相
談
内
容
は
。

中
学
１・
２
年
生
へ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
接
種
助
成
を
し
た

場
合
、
町
の
負
担
額
は
。

保
育
士
の
配
置
希
望

人
数
に
対
し
て
不
足

数
は
。

町
独
自
の
対
策
は
行

っ
て
い
な
い
。
シ
ニ

ア
学
級
な
ど
要
望
が
あ
れ

ば
対
応
す
る
。

社
会
保
障
関
係
費
は

今
後
も
増
加
傾
向
と

見
込
ん
で
い
る
。
公
共
施

設
は
、
国
の
補
助
金
や
起

債
を
活
用
し
、
計
画
的
に

長
寿
命
化
を
進
め
て
い
く
。

危
険
度
や
場
所
に
応

じ
て
優
先
度
を
設
定
。

住
民
安
全
を
最
優
先
に
対

応
す
る
。

29
件
。
使
用
目
的
が

な
い
、
紛
失
時
の
不

安
が
６
件
。
そ
の
他
は
紛

失
後
、
発
見
し
た
も
の
。

年
度
当
初
は
い
な
い
。

認
可
外
に
入
園
し
た

場
合
、
町
が
助
成
し
保
護

者
負
担
は
な
い
。

１
０
０
％

職
員
を
増
や
し
た
こ

と
や
、
人
事
異
動
が

小
規
模
だ
っ
た
た
め
。
Ｄ

Ｘ
化
で
事
務
の
簡
素
化
に

つ
な
が
っ
た
。

心
の
教
室
相
談
員
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
な
ど
を
各
小
中
学
校

に
配
置
し
、「
総
合
教
育

相
談
窓
口
」
を
設
置
。
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
は
チ
ラ

シ
配
布
で
周
知
を
検
討
。

築
40
年
を
迎
え
る
に

当
た
り
長
寿
命
化
と

今
後
の
文
化
セ
ン
タ
ー
像

を
検
討
し
た
。
財
政
負
担

の
考
慮
も
必
要
。

現
時
点
で
具
体
的
な

考
え
は
な
い
が
、
先

行
し
て
い
る
他
自
治
体
を

調
査
し
、
検
討
を
し
て
い

き
た
い
。

11
公
園
12
施
設
を
毎

年
点
検
。
必
要
に
応

じ
て
修
繕
し
て
い
き
た
い
。

申
込
99
件
、
入
居
23

件
。
取
り
止
め
６
件

の
う
ち
５
件
は
子
育
て
世

帯
向
け
家
賃
補
助
住
宅
に

入
居
。 東

大
雪
エ
リ
ア
を

紹
介
す
る
冊
子
で
、

１
０
０
万
人
を
超
え
る
会

員
に
紹
介
さ
れ
、
Ｐ
Ｒ
が

で
き
て
い
る
。

作
付
面
積
２
０
０
㌶

減
、
栽
培
戸
数
は
10

戸
減
。

育
児
相
談
等
64
％
、

養
護
相
談
等
22
％
、

し
つ
け
や
不
登
校
相
談
等

11
％
、
そ
の
他
非
行
の
相

談
も
増
え
て
い
る
。

22
人

約
75
万
円

総
務
費

概
要
説
明

町
民
生
活
費

建
設
費

教
育
費

水
道
事
業
会
計

職
員
費

総
括
質
疑

産
業
振
興
費

保
健
福
祉
費

企
画
費

Ｑ Ｑ

Ｑ

Ｑ Ｑ

ＱＱ Ｑ Ｑ

Ｑ Ｑ Ｑ

Ｑ Ｑ

Ｑ Ｑ Ｑ

Ｑ Ａ Ａ

Ａ

Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ

Ａ ＡＡ

Ａ

牛乳飲んで元気いっぱい！（よつ葉ミルクフェスタ）

管
更
新
費
用
の
要
求
に
対

す
る
国
の
補
助
は
。

音子ちゃん
（まちの台所） こ

の
他
に
も

た
く
さ
ん
の

質
疑
が
あ
り
ま
し
た
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議
案
審
議
で
討
論

議
案
審
議
で
討
論

堀ほ
り
い井　
正ま

さ
の
り憲 

議
員
（
音
和
の
会
）

有
効
性
の
検
証
を

反対反対

石い
し
が
き垣 

加か

な

こ
奈
子 

議
員
（
日
本
共
産
党
）

議
会
機
能
の
充
実
を

反対反対

　

義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
は
、
我
が
国
の
教
育

水
準
を
維
持
し
て
き
た
制

度
で
あ
り
堅
持
に
は
賛
成
。

　

し
か
し
「
30
人
以
下
学

級
」
で
は
同
じ
学
級
で
接

す
る
子
ど
も
が
少
な
く
な

る
こ
と
で
、
多
様
性
が
反

　

議
員
定
数
を
削
減
す
べ

き
意
見
に
「
２
人
ず
つ
減

ら
し
て
き
た
が
特
に
問
題

な
い
」
と
あ
る
が
、
議
会

機
能
へ
の
影
響
や
議
員
負

担
の
変
化
な
ど
、
明
確
な

検
証
が
さ
れ
て
い
な
い
。

さ
ら
に
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
で
は
、
今
後
の
議
員

定
数
に
つ
い
て
「
現
状
維

持
」「
増
や
す
べ
き
」
を

映
さ
れ
に
く
い
こ
と
や
、

競
争
原
理
が
働
か
な
く
な

り
、
学
力
向
上
に
つ
な
が

り
に
く
く
な
る
懸
念
が
あ

り
、
有
効
な
の
か
検
証
す

る
必
要
が
あ
る
。

　

教
育
環
境
の
整
備
や
教

職
員
定
数
は
、
理
不
尽
な

合
わ
せ
た
回
答
が
、「
減

ら
す
べ
き
」
を
上
回
っ
て

お
り
、
十
分
な
検
証
が
必

要
だ
。
ま
ず
議
会
機
能
の

充
実
や
議
員
の
資
質
向
上

に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
り
、

拙
速
な
削
減
は
、
将
来
の

町
議
会
の
可
能
性
を
狭
め

る
こ
と
に
な
り
、
委
員
長

報
告
に
反
対
す
る
。

　

定
例
会
最
終
日
、３
件
の
議
件
に
対
し
、賛
成
及
び
反
対
の

討
論
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
内
容
を
要
約
し
て
掲
載
し
ま
す
。

請
願
第
４
号

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
、「
30
人
以

下
学
級
」
な
ど
教
育
予
算
確
保
・
充
実
の
実
現

に
向
け
た
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
件

保
護
者
へ
の
対
応
な
ど
を

専
門
家
に
委
ね
る
こ
と
で

改
善
可
能
と
考
え
請
願
に

は
反
対
す
る
。

音
更
町
議
会
の
あ
り
方
に
関
す
る
件

（
音
更
町
議
会
の
あ
り
方
調
査
特
別
委
員
会
報
告
）

伊い
と
う藤　

萌も
え
り里 

議
員
（
新
緑
会
）

義
務
教
育
費
の
充
実
を

賛成賛成

新し
ん
む
ら村　
裕ゆ

う
じ司 

議
員
（
公
正
ク
ラ
ブ
）

情
勢
を
鑑
み
て
妥
当

賛成賛成

　

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻

く
環
境
が
厳
し
く
な
る
中
、

き
め
細
や
か
な
教
育
の
た

め
「
30
人
以
下
学
級
」
の

早
期
実
現
が
望
ま
れ
る
。

音
更
町
で
は
町
費
で
維
持

し
て
い
る
が
、
自
治
体
の

財
政
状
況
に
左
右
さ
れ
ず

教
職
員
を
安
定
的
に
確
保

す
る
に
は
国
の
責
任
が
不

可
欠
で
あ
る
。
教
職
員
の

　

議
会
に
多
様
な
民
意
の

反
映
は
重
要
だ
が
、
そ
の

時
々
の
情
勢
や
財
政
状
況

な
ど
を
鑑
み
な
が
ら
、
必

要
最
小
限
の
構
成
で
進
め

て
い
く
考
え
方
が
、
こ
れ

ま
で
も
多
く
の
地
方
議
会

に
お
い
て
取
り
入
れ
ら

れ
、
住
民
に
も
受
け
入
れ

定
数
改
善
に
よ
る
少
人
数

学
級
の
実
現
や
超
勤
・
多

忙
化
解
消
を
図
る
に
は
、

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
を
堅
持
す
る
こ
と
が
重

要
。
健
や
か
な
成
長
を
育

む
た
め
に
も
、
地
域
の
特

性
に
あ
っ
た
教
育
環
境
の

整
備
、
予
算
の
確
保
・
充

実
を
求
め
る
。

ら
れ
て
い
る
。
本
町
議
会

も
従
来
か
ら
そ
の
よ
う
に

対
応
し
て
き
た
経
緯
が
あ

る
。
民
意
を
反
映
で
き
る

必
要
最
小
限
の
定
数
の
見

極
め
が
重
要
だ
。
２
人
削

減
は
、
同
規
模
の
他
自
治

体
の
状
況
も
参
考
に
し
な

が
ら
、
本
町
の
情
勢
や
今

・�国土強靱化に資する社会資本整備等に関す
る要望意見書

・�義務教育費国庫負担制度堅持、「30人以
下学級」など教育予算確保・充実の実現に
向けた要望意見書

・�すべての子どもにゆ
たかな学びを保障す
る高校教育を求める
要望意見書

国等へ を提出しました要望意見書

意見書の全文は
こちらをご覧ください

請　願
第５号

すべての子ど
もにゆたかな
学びを保障す
る高校教育を
求める意見書
の提出を求め
る件

連合北海道音更地区
連合会
　会長　菊谷　孝義

総 務 文 教 常 任 委 員 会

採択

請　願
第４号

義務教育費国庫
負担制度堅持、
「30人以下学級」
など教育予算確
保・充実の実現
に向けた意見書
の提出を求める
件

採択

区
分

件
名

提
出
者

審
査
委
員
会

結
果

請願・陳情の審査結果
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後
の
見
通
し
、
歴
史
な
ど

を
総
合
的
に
勘
案
し
て
も
、

妥
当
な
判
断
で
あ
る
。

神か
み
な
が長　

基も
と
こ子 

議
員
（
日
本
共
産
党
）

民
主
的
運
営
に
問
題

反対反対

石い
し
が
き垣 

加か

な

こ
奈
子 

議
員
（
日
本
共
産
党
）

定
数
維
持
で
質
向
上

反対反対

神か
み
な
が長　
基も

と
こ子 

議
員
（
日
本
共
産
党
）

民
意
を
受
け
止
め
よ

反対反対

平ひ
ら
こ子　
勇ゆ

う
す
け輔 

議
員
（
創
成
会
）

現
状
考
慮
し
削
減
を

賛成賛成
　

反
対
理
由
の
第
１
は
、

本
特
別
委
員
会
の
設
置
目

的
と
、
委
員
会
が
出
し
た

結
論
と
の
整
合
性
が
と
れ

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
。
第
２
は
住

民
と
の
意
見
交
換
の
場
を

設
け
な
か
っ
た
理
由
に
納

得
が
で
き
な
い
こ
と
。
第

３
に
、
慎
重
な
運
営
を
求

め
た
が
、
討
論
の
機
会
す

　

議
員
定
数
の
削
減
に
よ

り
、
１
人
当
た
り
の
担
当

地
域
が
広
が
り
、
住
民
と

議
会
の
距
離
が
遠
く
な
り
、

多
様
な
民
意
の
反
映
機
会

が
失
わ
れ
る
。
ま
た
、
委

員
会
審
議
や
、
議
会
の
監

視
機
能
・
政
策
立
案
機
能

が
低
下
す
る
。
定
数
削
減

で
は
な
く
、
住
民
と
の
対

　

定
数
削
減
は
、
議
会
本

来
の
役
割
を
発
揮
す
る
こ

と
や
、
議
員
の
な
り
手
不

足
の
課
題
に
対
応
す
る
こ

と
と
逆
行
す
る
。
今
年
３

月
に
議
会
が
取
り
組
ん
だ

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
（
送
付

分
）
で
は
、
議
員
定
数
増

及
び
維
持
を
望
む
声
が
、

削
減
を
望
む
声
を
上
回
る

　

人
口
規
模
が
本
町
と
同

程
度
の
全
国
の
議
員
定
数

は
、
平
均
す
る
と
16
か
ら

18
人
と
い
う
町
村
が
多
い
。

一
方
面
積
、
人
口
密
度
で

は
本
町
が
４
６
６
平
方
キ

ロ
㍍
、
人
口
密
度
が
92
人

に
対
し
、
多
く
の
町
村
は

35
平
方
キ
ロ
㍍
以
下
程
度

に
１
２
０
０
か
ら
３
５
０

０
人
と
コ
ン
パ
ク
ト
な
土

ら
与
え
ら
れ
ず
採
決
を
と

っ
た
こ
と
だ
。
議
会
制
民

主
主
義
の
下
で
行
わ
れ
る

委
員
会
で
、
少
数
意
見
を

尊
重
し
て
議
論
を
進
め
る

と
い
っ
た
、
民
主
的
な
運

営
の
あ
り
方
に
問
題
が
あ

る
。音
更
町
議
会
と
し
て
、

こ
う
し
た
基
本
を
揺
る
が

せ
て
は
な
ら
な
い
。

地
に
多
く
の
住
民
が
住
ん

で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

他
町
村
の
状
況
を
参
考

に
す
る
と
定
数
削
減
は
や

む
な
し
と
思
う
が
、
本
町

の
広
大
な
面
積
を
カ
バ
ー

し
広
く
町
民
の
声
を
聴
く

た
め
に
は
削
減
は
２
人
に

留
め
、
18
人
が
妥
当
な
人

数
だ
と
考
え
、賛
成
す
る
。

会
議
案
第
１
号

音
更
町
議
会
議
員
定
数
条
例
の一部
を
改
正
す

る
条
例
案

話
強
化
な
ど
の
質
的
向
上

が
必
要
だ
。
議
会
は
多
様

な
民
意
を
す
く
い
上
げ
、

活
発
な
議
論
を
通
じ
て
合

意
形
成
し
、
住
民
福
祉
の

向
上
を
実
現
す
る
場
だ
。

安
易
な
定
数
削
減
は
、
本

町
の
民
主
主
義
を
貧
し
く

す
る
と
考
え
、
条
例
案
に

反
対
す
る
。

結
果
と
な
っ
た
。
ア
ン
ケ

ー
ト
で
示
さ
れ
た
民
意
を

反
映
せ
ず
し
て
、
ど
う
や

っ
て
民
意
を
反
映
す
る
議

会
を
目
指
す
こ
と
が
で
き

る
の
か
。
民
意
を
真
摯
に

受
け
止
め
る
こ
と
は
議
会

の
責
務
。
町
民
と
議
会
の

間
に
大
き
な
禍
根
を
残
す
。

定
数
は
維
持
す
べ
き
。

議案等に対する議員の賛否一覧表	 （賛否が分かれたものについて掲載）

※議長は、表決に参加しない。

※議長は、表決に参加しない。

氏　名

阿
部　

秀
一

石
垣
加
奈
子

重
堂　
　

聡

神
長　

基
子

堀
井　

正
憲

堀
江　

靖
祥

伊
藤　

萌
里

三
浦　

和
子

佐
藤　

和
也

堀
江　

美
夫

不
破　

尚
美

小
澤　

直
輝

阿
部　

利
德

柴
田　

秀
樹

平
子　

勇
輔

上
野　

美
幸

松
浦　

波
雄

新
村　

裕
司

山
本　

忠
淑

（
議
長
）

髙
瀬　

博
文

○＝賛成　×＝反対 ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ －

氏　名

阿
部　

秀
一

石
垣
加
奈
子

重
堂　
　

聡

神
長　

基
子

堀
井　

正
憲

堀
江　

靖
祥

伊
藤　

萌
里

三
浦　

和
子

佐
藤　

和
也

堀
江　

美
夫

不
破　

尚
美

小
澤　

直
輝

阿
部　

利
德

柴
田　

秀
樹

平
子　

勇
輔

上
野　

美
幸

松
浦　

波
雄

新
村　

裕
司

山
本　

忠
淑

（
議
長
）

髙
瀬　

博
文

○＝賛成　×＝反対 ◯ × × × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ －

　音更町議会では、議員個々の考え方や活動に透明性を持たせ、町民の皆さんに周知を図るため、本会議で審議された議
案等に対する賛否の状況を掲載しています。
●請願第4号　 �義務教育費国庫負担制度堅持、「30人以下学級」など教育予算確保・充実の実現に向けた意見書の提出を求める件
●意見案第2号 義務教育費国庫負担制度堅持、「30人以下学級」など教育予算確保・充実の実現に向けた要望意見書

●音更町議会のあり方に関する件　　●会議案第１号　音更町議会議員定数条例の一部を改正する条例案
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いつでも
どこでも
見られるね。

見たい会議を選んで視聴できます。

傍聴しなければわからない議員の姿を映像で。
リアルな雰囲気が伝わります。

スマホで議会を見よう！

音更町議会 議会中継

９月12日、16日、17日に、10名の議員
が理事者の考えをただしました。
その内容をお知らせします。

小
野
町
長
＝
①
活
動
件
数

は
１
万
１
１
７
８
件
で
、

１
人
当
た
り
の
１
か
月
の

平
均
活
動
日
数
は
、
４
・

６
日
と
な
っ
て
い
る
。
複

雑
化
す
る
相
談
内
容
へ
の

対
応
や
担
い
手
確
保
な
ど

の
課
題
が
あ
る
②
３
か
所

の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
や
福
祉
課
内
に
「
せ
い

か
つ
相
談
窓
口
」
を
設
置

す
る
な
ど
、
相
談
体
制
を

整
備
。
ま
た
、
音
更
町
社

会
福
祉
協
議
会
に
よ
る

「
見
守
り
訪
問
事
業
」
な

ど
に
加
え
て
、
町
内
の
コ

ン
ビ
ニ
な
ど
の
協
力
事
業

者
に
よ
る
「
高
齢
者
等
あ

ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
」
な
ど
の
見
守
り
活
動

も
行
っ
て
い
る
。

担
い
手
確
保
に
課
題

相
談
・
見
守
り
を
実
施

質
問
＝
民
生
・
児
童
委
員

は
見
守
り
や
相
談
内
容
に

応
じ
て
行
政
機
関
へ
つ
な

ぐ
役
割
を
担
う
な
ど
、
地

域
福
祉
を
支
え
て
い
る
。

孤
独
死
、
自
殺
、
ひ
き
こ

も
り
な
ど
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
様
々
な
困
難

を
抱
え
る
人
が
増
加
し
て

い
る
が
、
誰
か
が
見
て
い

て
く
れ
る
と
い
う
安
心
感

を
生
み
出
す
こ
と
で
、
孤

立
や
虐
待
を
防
ぐ
効
果
も

期
待
さ
れ
る
。
地
域
共
生

社
会
の
実
現
を
目
指
す
上

で
、
①
民
生
・
児
童
委
員

の
活
動
状
況
と
課
題
は
②

社
会
的
孤
立
を
生
ま
な
い

地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
の
本
町
の
取
組
は
。

　
民
生
・
児
童
委
員
の
現
状
は

　
　
孤
立
を
生
ま
な
い
地
域
づ
く
り

　
　
　
　
　
阿あ

べ部　
秀し

ゅ
う
い
ち一 

議
員
（
笑
顔
み
ら
い
音
更
）

地域の相談役
（民生児童委員協議会総会）

　
「
ウ
ォ
ー
・
ギ
ル
ト
・

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の

略
で
、
第
２
次
世
界
大

戦
後
に
、
連
合
国
軍
占

領
下
の
日
本
で
実
施
さ

れ
た
情
報
・
教
育
施
策
。

日
本
の
戦
争
に
関
す
る

理
解
を
促
し
、
民
主
化

を
進
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
行
わ
れ
た
。

Ｗ
Ｇ
Ｉ
Ｐ
（
Ｐ
９
）

　

地
域
住
民
、
学
生
、

保
護
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
民

間
企
業
、
団
体
な
ど
、

幅
広
い
地
域
住
民
が
参

画
し
て
、
学
校
と
地
域

が
連
携
・
協
働
し
て
行

う
活
動
。
地
域
全
体
で

子
ど
も
た
ち
の
学
び
や

成
長
を
支
え
、
学
校
を

核
と
し
た
地
域
づ
く
り

を
目
指
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

地
域
学
校
協
働
活
動
（
Ｐ
10
）

　
国
や
地
方
自
治
体
な

ど
の
公
的
機
関
で
、
非

正
規
雇
用
の
立
場
で
働

く
人
々
の
う
ち
、
低
賃

金
で
生
活
に
困
窮
し
て

い
る
人
々
。

官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
（
Ｐ
12
）
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福
地
教
育
長
＝
①
教
科
用

図
書
は
、
学
校
教
育
法
の

規
定
に
よ
り
、
文
部
科
学

大
臣
の
検
定
を
経
た
教
科

用
図
書
又
は
文
部
科
学
省

が
著
作
の
名
義
を
有
す
る

教
科
用
図
書
を
使
用
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と

定
め
ら
れ
、
授
業
に
最
も

小
野
町
長
＝
①
先
進
事
例

の
優
れ
た
点
な
ど
を
取
り

入
れ
つ
つ
、
制
度
の
概
要

を
ま
と
め
、
必
要
な
内
部

協
議
を
進
め
て
い
く
。
時

期
を
捉
え
て
、
議
会
に
も

報
告
し
な
が
ら
、
制
度
の

詳
細
を
固
め
て
い
く
が
、

導
入
ま
で
に
は
一
定
の
時

適
し
た
主
た
る
教
材
で
あ

る
②
教
育
的
見
地
か
ら
見

て
有
益
適
切
な
も
の
は
、

校
長
の
責
任
の
下
、
各
学

校
に
お
い
て
使
用
で
き
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
教

科
用
図
書
の
記
述
と
整
合

性
を
保
つ
こ
と
を
基
本
に
、

特
定
の
見
方
や
考
え
方
に

偏
っ
た
取
扱
い
と
な
ら
な

い
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

間
を
要
す
る
②
「
第
２
期

お
と
ふ
け
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
」
の
施
策
を
着
実

に
推
進
し
な
が
ら
、
性
的

指
向
と
性
自
認
へ
の
正
し

い
理
解
の
促
進
や
、
多
様

性
を
尊
重
す
る
意
識
の
浸

透
な
ど
を
図
っ
て
い
く
。

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方

が
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
る

場
面
を
少
し
で
も
減
ら
し

て
い
け
る
よ
う
努
め
る
。

学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き

適
切
に
教
材
を
使
用

導
入
に
向
け
内
部
協
議

一
定
の
時
間
は
必
要

質
問
＝
大
東
亜
戦
争
後
、

Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
※

Ｗ
Ｇ
Ｉ
Ｐ
に

よ
っ
て
、
戦
争
は
「
日
本

の
一
方
的
な
侵
略
で
あ

る
」
と
い
う
認
識
が
根
強

く
残
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

学
校
教
育
に
よ
っ
て
正
し

い
歴
史
認
識
を
育
み
、
学

習
指
導
要
領
に
掲
げ
ら
れ

て
い
る
「
我
が
国
と
郷
土

を
愛
す
る
」
を
達
成
す
る

た
め
に
、
本
町
の
義
務
教

育
で
使
用
し
て
い
る
社
会

科
の
教
科
書
に
つ
い
て
伺

う
。
①
掲
載
さ
れ
て
い
る

史
実
は
正
確
で
あ
る
の
か

②
子
ど
も
た
ち
の
教
養
を

高
め
る
た
め
に
記
載
の
な

い
内
容
で
も
指
導
で
き
る

の
か
。

質
問
＝
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
制
度
導
入
自
治
体
は
、

全
国
に
広
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
、
札
幌
・
東
京
・
福

岡
・
名
古
屋
・
大
阪
の
各

高
裁
全
て
で
同
性
婚
を
認

め
な
い
の
は
憲
法
違
反
と

の
趣
旨
の
判
決
が
出
た
。

企
業
で
も
多
様
な
性
に
配

慮
し
た
取
組
が
な
さ
れ
、

同
性
婚
に
も
異
性
婚
と
同

様
の
福
祉
制
度
を
適
用
す

る
会
社
等
が
多
く
あ
る
。

そ
こ
で
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
制
度
導
入
を
検
討
し

て
い
る
町
の
考
え
を
伺
う
。

①
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制

度
導
入
に
向
け
た
手
順
と

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
②
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
方
へ
の
配
慮
は
。

　
愛
国
心
を
育
む
教
育
を

　
　
教
科
書
の
史
実
は
正
確
か

　
　
　
　
　
　
　
　
堀ほ

り
い井　

正ま
さ
の
り憲 

議
員
（
音
和
の
会
） 　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

　
　
早
期
導
入
を
強
く
求
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三み

う
ら浦　

和か
ず
こ子 

議
員
（
新
緑
会
）

二度と戦争を起こさないために（忠魂碑）

学生手作りのポップで展示
（男女共同参画図書館。）
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小
野
町
長
＝
町
は
、
ま
ち

づ
く
り
懇
談
会
、
※

地
域

学
校
協
働
活
動
に
よ
る
児

童
生
徒
と
の
意
見
交
換
な

ど
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層
を

対
象
に
意
見
や
要
望
を
伺

う
様
々
な
機
会
を
設
け
て

い
る
。こ
の
よ
う
な
機
会

小
野
町
長
＝
①
現
状
大
き

な
課
題
は
な
い
が
、
更
新

時
や
新
規
施
設
へ
の
導
入

の
際
、
労
働
者
人
口
の
減

少
に
よ
り
雇
用
確
保
が
難

し
く
な
っ
て
く
る
こ
と
や
、

人
件
費
・
物
価
高
騰
の
影

響
に
よ
り
、
応
募
者
が
少

な
く
な
る
こ
と
は
懸
念
。

は
、
参
加
さ
れ
た
方
々
が

ま
ち
を
よ
り
深
く
知
る
き

っ
か
け
に
な
る
と
と
も
に
、

参
加
者
間
の
新
た
な
出
会

い
や
交
流
の
場
な
ど
に
も

つ
な
が
る
。
カ
レ
ン
ダ
ー

を
作
成
す
る
考
え
は
持
ち

合
わ
せ
て
い
な
い
が
、
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
の
重
要

性
は
認
識
し
て
い
る
た
め
、

今
後
も
町
民
参
加
の
機
会

の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

多
く
の
事
業
者
に
応
募
い

た
だ
け
る
よ
う
、
事
業
者

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
機
会
の
確
保
、
新
規

参
入
者
の
相
談
体
制
の
強

化
を
図
る
②
町
民
の
指
定

管
理
者
制
度
へ
の
理
解
を

深
め
、
よ
り
一
層
町
民
の

声
を
反
映
し
た
管
理
運
営

が
で
き
る
よ
う
、
評
価
結

果
の
公
表
は
、
制
度
の
周

知
と
合
わ
せ
て
検
討
す
る
。

作
成
す
る
考
え
は
な
い

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
重
要

雇
用
確
保
等
が
課
題

評
価
結
果
公
表
を
検
討

質
問
＝
フ
ェ
ノ
ロ
ジ
ー
カ

レ
ン
ダ
ー
は
、
特
定
の
地

域
の
気
象
、
自
然
、
動
植

物
の
移
り
変
わ
り
や
人
々

の
営
み
、
祭
礼
行
事
、
食

の
旬
な
ど
１
年
３
６
５
日

の
様
々
な
事
象
を
ま
と
め

た
生
活
季
節
暦
で
あ
る
。

制
作
に
は
、
情
報
収
集
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
多

く
の
方
が
関
わ
り
老
若
男

女
問
わ
ず
た
く
さ
ん
の
出

会
い
が
生
ま
れ
、
ま
ち
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
。
音

更
町
で
カ
レ
ン
ダ
―
が
制

作
さ
れ
れ
ば
、
様
々
な
活

用
が
で
き
る
。町
と
し
て
、

カ
レ
ン
ダ
ー
を
通
じ
て
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
考

え
を
伺
う
。

質
問
＝
本
町
は
指
定
管
理

者
制
度
を
平
成
18
年
度
か

ら
導
入
し
、
現
在
に
至
る

ま
で
指
定
管
理
者
が
運
営

す
る
施
設
が
複
数
あ
る
。

親
し
み
の
あ
る
施
設
と
し

て
町
と
民
間
事
業
者
が
一

体
と
な
っ
て
支
え
て
き
た

経
緯
が
あ
る
が
、
制
度
自

体
が
町
民
に
あ
ま
り
認
知

さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
も

町
民
に
寄
り
添
い
な
が
ら

持
続
的
に
運
営
を
続
け
ら

れ
る
た
め
に
、
以
下
の
点

に
つ
い
て
伺
う
。
①
本
町

に
お
け
る
指
定
管
理
者
制

度
の
現
状
と
課
題
は
②
制

度
や
施
設
の
評
価
結
果
等

を
広
報
紙
等
で
公
開
す
る

考
え
は
。

　
フ
ェ
ノ
ロ
ジ
ー
カ
レ
ン
ダ
ー
で

　
　
更
な
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小お

ざ
わ澤　

直な
お
き輝 

議
員
（
創
成
会
） 　

指
定
管
理
者
制
度
の
現
状
は

　
　
町
民
の
理
解
を
深
め
る
取
組
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊い

と
う藤　

萌も
え
り里 

議
員
（
新
緑
会
）

音更町だとどんなカレンダーができるかな
（美瑛町フェノロジーカレンダー）

幼児用プレイルームもあります
（サンドームおとふけ）

※地域学校協働活動＝ P8「ひとくちメモ」を参照
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小
野
町
長
＝
職
場
体
験
事

業
や
農
福
連
携
事
業
な
ど

多
様
な
就
労
機
会
の
確
保

や
就
労
支
援
体
制
の
強
化

を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、

障
が
い
に
対
す
る
理
解
の

促
進
も
重
要
で
あ
る
た
め
、

毎
年
12
月
の
「
障
害
者
週

間
」
に
合
わ
せ
た
パ
ネ
ル

小
野
町
長
＝
①
一
時
保
育

は
、
保
護
者
の
用
事
や
急

病
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
た

め
、
保
護
者
が
一
時
的
に

保
育
で
き
な
い
状
況
を
支

え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
の
に
対
し
、
こ
ど
も

誰
で
も
通
園
制
度
は
、
同

年
代
の
子
ど
も
と
の
関
わ

展
の
開
催
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
全
戸
配
布
を
継
続
す

る
ほ
か
、
今
年
度
は
講
演

会
の
開
催
も
予
定
し
て
い

る
。
今
後
も
障
が
い
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
誰
も
が

当
た
り
前
に
生
活
が
で
き

る
よ
う
、
音
更
町
障
が
い

者
総
合
支
援
協
議
会
や
関

係
機
関
な
ど
と
連
携
し
な

が
ら
、
雇
用
と
就
労
に
つ

な
げ
る
支
援
に
取
り
組
む
。

り
や
専
門
的
な
支
援
を
受

け
る
機
会
の
提
供
に
よ
り
、

子
ど
も
の
発
達
や
育
ち
を

支
え
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
②
人
員
配
置
基
準

を
高
く
設
定
す
る
こ
と
は
、

手
厚
い
保
育
に
つ
な
が
る

が
、
保
育
士
の
確
保
や
利

用
者
数
の
予
測
、
財
源
の

確
保
な
ど
の
課
題
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
国
の
基
準
に

準
じ
た
設
定
を
行
い
た
い
。

関
係
機
関
と
連
携
し

支
援
に
取
り
組
む

発
達
や
育
ち
を
支
え
る

国
の
基
準
で
人
員
配
置

質
問
＝
地
域
共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
障
が
い

者
福
祉
の
施
策
は
制
度
改

正
を
重
ね
て
、
様
々
な
変

化
が
見
ら
れ
て
い
る
。

　

本
町
で
は
「
お
と
ふ
け

障
が
い
福
祉
総
合
プ
ラ
ン

２
０
２
４
」
の
重
点
施
策

と
し
て
就
労
支
援
体
制
の

強
化
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

障
が
い
者
が
就
労
す
る
際

の
社
会
的
な
偏
見
や
企
業

の
理
解
不
足
の
解
消
、
障

が
い
に
対
す
る
理
解
を
深

め
る
啓
発
運
動
、
地
域
全

体
の
意
識
向
上
に
向
け
た

取
組
が
必
要
と
考
え
る
。

障
が
い
者
の
雇
用
と
就
労

に
つ
な
げ
る
た
め
の
町
の

取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

質
問
＝
満
３
歳
未
満
ま
で

の
未
就
園
児
を
対
象
と
す

る
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園

制
度
」
が
令
和
８
年
度
か

ら
実
施
さ
れ
る
が
、
低
い

基
準
で
柔
軟
な
利
用
を
保

障
す
る
よ
う
な
設
計
に
は

懸
念
が
あ
る
。
こ
ど
も
の

成
長
と
発
達
を
保
障
し
、

適
切
な
保
育
の
提
供
を
行

う
た
め
に
は
、
慎
重
な
運

用
が
求
め
ら
れ
る
。
①
既

に
行
っ
て
い
る
一
時
保
育

と
の
す
み
分
け
に
つ
い
て

の
想
定
は
②
「
こ
ど
も
誰

で
も
通
園
制
度
」
の
人
員

配
置
を
、
国
が
示
す
基
準

よ
り
高
く
し
、
手
厚
い
保

育
が
行
え
る
よ
う
設
定
す

る
考
え
は
。

　
障
が
い
者
の
雇
用
と
就
労

　
　
地
域
全
体
で
理
解
の
促
進
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
不ふ

わ破　
尚な

お
み美 

議
員
（
新
緑
会
） 　

こ
ど
も
に
適
切
な
保
育
を

　
　
柔
軟
な
利
用
に
は
懸
念
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
神か

み
な
が長　

基も
と
こ子 

議
員
（
日
本
共
産
党
）

狙いを定めてシュート
（北海道障がい者スポーツ大会）

どんな料理ができるかな
（おとふけ子育て支援センター）
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小
野
町
長
＝
①
施
設
管
理

に
お
け
る
費
用
対
効
果
が

向
上
し
た
ほ
か
、
健
康
づ

く
り
を
支
え
る
こ
と
や
施

設
の
魅
力
を
引
き
出
す
こ

と
が
で
き
た
た
め
、
十
分

な
効
果
が
あ
っ
た
が
、
更

新
時
や
新
規
施
設
へ
の
導

入
の
際
に
は
、
人
件
費
・

福
地
教
育
長
＝
①
地
域
学

校
協
働
活
動
に
お
い
て
、

直
接
町
長
と
の
対
話
や
交

流
を
通
じ
て
ま
ち
づ
く
り

の
提
案
を
行
う
活
動
が
広

が
っ
て
き
て
い
る
。
今
後

も
持
続
・
発
展
す
る
た
め

に
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る

方
と
日
頃
か
ら
良
好
な
関

物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
り
、

応
募
者
が
少
な
く
な
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
②
経
費

の
削
減
は
、
管
理
業
務
の

効
率
化
や
運
営
の
工
夫
に

よ
る
も
の
。
制
度
自
体
が

非
正
規
雇
用
者
の
増
加
に

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
も

の
で
は
な
い
。
募
集
段
階

で
も
業
務
内
容
に
見
合
っ

た
従
業
員
の
確
保
を
求
め

て
い
る
。

係
を
保
ち
、
理
解
促
進
に

努
め
る
こ
と
が
必
要
。

小
野
町
長
＝
②
今
年
か
ら

高
校
生
が
役
員
と
し
て
活

動
し
始
め
た
町
内
会
が
あ

る
。
町
内
会
活
動
の
事
例

紹
介
を
継
続
し
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
活
用
を
推
奨
し

て
い
く
こ
と
で
町
内
会
活

動
を
支
援
し
、
中
高
生
世

代
の
社
会
参
加
の
推
進
に

も
つ
な
げ
て
い
く
。

施
設
の
魅
力
を
引
き
出
せ
た

非
正
規
雇
用
の
増
加
は
な
い

地
学
連
携
を
引
き
続
き
実
施

中
高
生
世
代
の
活
躍
を
推
進

質
問
＝
公
の
施
設
は
、
地

方
自
治
法
で
「
住
民
の
福

祉
を
増
進
す
る
目
的
」
と

規
定
さ
れ
て
い
る
。
指
定

管
理
者
制
度
は
、
営
利
を

目
的
と
す
る
民
間
事
業
者

が
管
理
し
て
お
り
、
全
国

的
に
は
、「
コ
ス
ト
カ
ッ

ト
の
ツ
ー
ル
」「
※

官
製
ワ

ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
生
む
」

と
い
っ
た
指
摘
も
あ
る
。

音
更
町
で
制
度
が
導
入
さ

れ
約
20
年
が
経
過
し
、
検

証
が
必
要
で
あ
る
。
①
制

度
導
入
の
目
的
で
あ
る
住

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
経
費

削
減
へ
の
評
価
と
課
題
は

②
制
度
導
入
に
よ
り
、
非

正
規
雇
用
の
増
加
な
ど
雇

用
へ
の
影
響
は
。

質
問
＝
中
高
生
世
代
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ

り
、
対
話
で
の
関
係
づ
く

り
や
学
び
合
い
の
機
会
が

減
少
し
て
お
り
、
親
以
外

の
様
々
な
人
間
関
係
の
中

で
社
会
性
を
身
に
付
け
る

必
要
が
あ
る
。
社
会
の
中

心
的
役
割
を
担
っ
て
い
く

中
高
生
世
代
の
育
成
は
大

切
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
、

次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
中
高
生
世
代
の
社
会
参

加
の
促
進
に
つ
い
て
の
現

状
と
課
題
は
②
中
高
生
世

代
の
特
徴
や
特
技
を
活
用

し
た
町
内
会
活
動
へ
の
協

力
な
ど
社
会
参
加
を
推
進

し
て
い
く
考
え
は
。

　
指
定
管
理
者
制
度
の
評
価
は

　
　
非
正
規
雇
用
増
な
ど
の
影
響
は

　
　
　
　
　
　
　
石い

し
が
き垣 

加か

な

こ
奈
子 

議
員
（
日
本
共
産
党
） 　

中
高
生
世
代
の
社
会
性
育
成

　
　
特
技
活
か
し
社
会
参
加
推
進
を

　
　
　
　
　
　
　
重じ

ゅ
う
ど
う堂　

　
聡さ

と
し 

議
員
（
日
本
共
産
党
）

感謝を込めて笑顔の1枚
（道の駅おとふけ来場者500万人達成セレモニー）

SNS時代の情報リテラシーを育む授業
（共栄中学校）

※官製ワーキングプア＝ P8「ひとくちメモ」を参照
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福
地
教
育
長
＝
①
「
カ
タ

リ
バ
」
は
、
憧
れ
の
大
人

と
対
話
す
る
こ
と
で
自
己

肯
定
感
を
高
め
、
自
己
の

可
能
性
を
信
じ
る
力
を
育

む
こ
と
を
主
眼
と
し
た
取

組
。
地
域
学
校
協
働
活
動

に
お
い
て
、
地
域
の
多
世

代
の
大
人
と
語
り
合
え
る

場
を
数
多
く
設
け
て
い
る
。

小
野
町
長
＝
②
十
勝
川
温

泉
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
新
た
な
観
光
拠
点
施

設
を
整
備
す
る
こ
と
で
、

町
の
観
光
入
込
客
数
や
宿

泊
者
数
の
増
加
に
つ
な
が

る
。
ま
た
、
地
域
の
子
育

て
世
代
を
中
心
と
す
る
皆

さ
ん
が
十
勝
川
温
泉
地
域

に
足
を
運
び
、
楽
し
め
る

機
能
を
併
せ
持
ち
た
い
。

地
域
学
校
教
育
活
動
で
対
応

観
光
客
や
宿
泊
者
の
増
加
へ

質
問
＝
①
子
ど
も
た
ち
の

自
己
肯
定
感
の
低
さ
の
課

題
解
決
の
た
め
、
地
域
全

体
で
子
ど
も
た
ち
を
支
え

る
仕
組
み
が
必
要
。
島
根

県
益
田
市
の「
カ
タ
リ
バ
」

を
参
考
に
、
中
高
生
の
居

場
所
づ
く
り
と
し
て
、
現

行
施
策
と
連
携
し
て
子
ど

も
が
憧
れ
の
大
人
と
語
り

合
え
る
場
を
設
け
る
考
え

は
②
屋
内
遊
戯
施
設
は
、

子
ど
も
た
ち
が
想
像
力
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

を
育
む
場
と
し
て
意
義
深

く
、
町
全
体
の
活
性
化
に

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

施
設
整
備
に
よ
る
子
育
て

環
境
、
子
ど
も
施
策
、
観

光
振
興
へ
の
効
果
は
。

　
子
ど
も
た
ち
の
新
た
な
居
場
所

　
　
屋
内
遊
戯
施
設
の
波
及
効
果
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
上う

え
の野　

美み
ゆ
き幸 

議
員
（
創
成
会
）

学生の視点でご意見をいただきました
（音更高校意見交換会）

Ｋ
・
Ｓ
さ
ん　

（
ひ
び
き
野
東
町
２
丁
目
）

Ｙ
・
Ｍ
さ
ん　

（
開
進
）

子
ど
も
の
医
療
費
助
成

対
象
を
18
歳
ま
で
に

意
思
表
示
を
明
確
に

会議の日程は、新聞、町のホームペー
ジに掲載されますが、詳しくは議会事
務局までお問い合わせください。

12 11月 日開会開会
議会は公開しています。
いつでも傍聴できます。

12月定例会（予定）

ホームページアドレス
https://www.town.otofuke.hokkaido.jp

問合先  議会事務局

0155−42−2111
（内252・253）

議
会
に
ひ
と
こ
と

議
会
に
ひ
と
こ
と

　

私
は
現
在
、
中
学
３

年
生
と
小
学
３
年
生
の

男
の
子
を
育
て
て
い
ま

す
が
、
是
非
、
音
更
町

で
も
子
ど
も
の
医
療
費

助
成
対
象
を
18
歳
ま
で

に
拡
大
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
十
勝
管
内

の
市
町
村
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、

２
０
２
５
年
10
月
現
在

で
対
象
者
を
18
歳
ま
で

　

８
月
に
２
回
、
委
員

会
傍
聴
を
し
ま
し
た
。

２
回
通
し
て
の
感
想
は
、

議
員
同
士
の
活
発
な
議

論
が
少
な
か
っ
た
事
で

す
。
会
議
の
ま
と
め
の

と
し
て
い
な
い
の
は
、

帯
広
市
、
音
更
町
の
み

の
よ
う
で
す
。
子
ど
も

の
人
口
が
違
う
の
で
、

単
純
に
他
町
村
と
比
べ

る
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
は
わ
か
り
ま
す
。
で

す
が
、
音
更
町
が
こ
れ

ま
で
以
上
に
子
ど
も
を

産
み
、
育
て
や
す
い
ま

ち
と
し
て
発
展
し
て
い

く
た
め
に
は
、
子
ど
も

に
関
わ
る
費
用
の
助
成

を
一
層
進
め
て
い
た
だ

く
こ
と
が
必
要
と
思
い

ま
す
の
で
、
是
非
ご
検

討
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

時
も
ほ
と
ん
ど
の
議
員

は
無
言
。
せ
め
て
「
賛

成
」「
反
対
」「
異
議
な

し
」
等
の
意
思
表
示
を

す
べ
き
か
と
思
い
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
会
議
の

進
め
方
や
決
め
方
が
音

更
町
議
会
の
慣
例
な
の

で
し
ょ
う
か
。
不
安
が

残
る
委
員
会
傍
聴
で
し

た
。
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「まちづくりを語り合う会」「まちづくりを語り合う会」
� を開催しました。� を開催しました。

町
民
４
名

阿
部　
利
德（
創
成
会
）

石
垣
加
奈
子（
日
本
共
産
党
）

堀
江　
美
夫（
新
緑
会
）

つ
つ
じ
テ
ー
ブ
ル

つ
つ
じ
テ
ー
ブ
ル

○
大
人
が
夜
に
寄
れ
る
居

場
所
が
な
い
。

■
夜
の
時
間
に
働
き
た
い

人
が
少
な
い
。

○
カ
フ
ェ
な
ど
誘
致
し
て

も
、
大
手
ば
か
り
入
っ
て

く
る
。
事
業
者
へ
の
町
の

支
援
は
。

■
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど

○
外
国
人
に
対
す
る
防
災

対
応
は
。

■
災
害
に
対
す
る
対
応
は

外
国
人
の
み
な
ら
ず
要
配

慮
者
と
と
も
に
重
要
と
認

識
し
て
い
る
。
町
で
は
外

○
歌
や
音
楽
活
動
を
し
て

お
り
、「
メ
ロ
デ
ィ
ー
ラ

イ
ン
」
に
関
心
を
持
っ
て

い
る
。

　

８
月
23
日
（
土
）
に
、

町
民
の
皆
さ
ん
と
議
員
が

双
方
向
で
意
見
交
換
を
図

る
場
と
し
て
「
ま
ち
づ
く

り
を
語
り
合
う
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
22
名
と
議
員
が
、

テ
ー
ブ
ル
ご
と
に
分
か
れ

て
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲

気
で
約
１
時
間
語
り
合
い

ま
し
た
。

　

語
り
合
い
の
中
で
出
た

意
見
な
ど
を
要
約
し
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

※�

議
長
、
副
議
長
は
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
参
加

の
働
き
手
も
少
な
く
、
大

手
が
入
り
や
す
い
。
小
規

模
事
業
者
へ
の
空
き
店
舗

補
助
金
は
あ
る
が
、
中
規

模
事
業
者
も
対
象
と
な
る

よ
う
町
に
要
望
す
る
。

○
ご
み
の
分
別
が
都
会
は

種
類
が
少
な
い
が
、
音
更

は
多
く
て
大
変
。
冊
子
を

見
て
出
す
が
、
間
違
っ
て

い
な
い
か
心
配
。

■
温
暖
化
・
沸
騰
化
の
時

代
、
個
人
で
で
き
る
温
暖

化
対
策
は
ご
み
の
分
別
だ

と
思
う
。
環
境
を
考
え
る

と
分
別
し
て
資
源
に
な
る

も
の
を
使
う
よ
う
に
し
た

ら
良
い
。
最
初
は
大
変
だ

け
ど
慣
れ
て
い
く
。

◯：町民 ■：議員

国
人
に
対
し
防
災
情
報
の

メ
ー
ル
を
多
言
語
で
配
信

し
て
お
り
、
転
入
時
に
チ

ラ
シ
の
配
布
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
紹
介
を
行
っ
て
い

る
。
外
国
人
に
対
す
る
防

災
講
座
等
も
行
っ
て
お
り
、

今
後
も
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
。

○
音
更
高
校
へ
の
通
学
路

が
暗
い
。

■
街
路
灯
は
、
高
校
生
か

ら
の
要
望
も
あ
り
町
と
し

町
民
４
名

重
堂　
　
聡（
日
本
共
産
党
）

上
野　
美
幸（
創
成
会
）

松
浦　
波
雄（
公
正
ク
ラ
ブ
）

町
民
４
名

柴
田　
秀
樹（
創
成
会
）

佐
藤　
和
也（
新
緑
会
）

小
澤　
直
輝（
創
成
会
）

す
ず
ら
ん
テ
ー
ブ
ル

す
ず
ら
ん
テ
ー
ブ
ル

な
の
は
な
テ
ー
ブ
ル

な
の
は
な
テ
ー
ブ
ル

て
も
増
設
す
る
努
力
は
し

て
い
る
。

■
商
工
会
が
命
名
し
た
も

の
で
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
か
ら
十
勝
川
温
泉
ま
で

の
道
路
は
四
季
の
風
景
を

楽
し
め
る
コ
ー
ス
と
な
っ

て
い
る
。

○
「
十
勝
川
温
泉
で
足
湯

→
メ
ロ
デ
ィ
ー
ラ
イ
ン
で

景
色
を
楽
し
む
→
柳
月
で

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
」
と
い

う
コ
ー
ス
を
よ
く
使
っ
て

い
る
。

■
十
勝
川
温
泉
に
は
新
た

に
屋
内
遊
戯
施
設
を
建
設

予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
周

辺
に
は
ワ
イ
ナ
リ
ー
や
チ

ー
ズ
工
場
な
ど
の
観
光
資

源
も
あ
る
。

和やかに語り合い、あっという間の１時間
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○
人
口
減
少
が
始
ま
り
格

差
が
広
が
る
中
、
議
員
は

行
政
と
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
自
分
の
足
で
現
地
に
赴

き
町
民
の
声
を
拾
っ
て
町

政
に
活
か
し
て
も
ら
い
、

そ
の
結
果
を
町
民
に
伝
え

て
ほ
し
い
。

■
議
員
活
動
を
伝
え
る
た

め
、
個
々
に
努
力
を
し
て

い
る
。

■
農
業
者
と
し
て
の
関
係

性
を
意
識
し
な
が
ら
活
動

し
て
い
る
。
年
２
回
ほ
ど

活
動
報
告
の
は
が
き
を
送

付
し
て
い
る
。

○
人
口
減
少
と
い
う
宿
命

的
な
課
題
に
対
し
て
、
そ

れ
を
前
提
と
し
て
町
民
に

参
画
し
協
力
し
て
も
ら
う

こ
と
が
議
会
の
取
組
と
し

て
重
要
で
は
な
い
か
。

■
若
者
と
の
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
と
し
て
昨
年
、
総

務
文
教
常
任
委
員
会
の
活

〇
町
内
会
に
加
入
し
て
い

た
が
、
役
員
の
負
担
感
な

ど
が
あ
り
退
会
し
た
。
広

報
紙
等
が
入
手
し
に
く
く

な
り
、
町
に
関
す
る
情
報

が
入
っ
て
き
に
く
い
状
況

が
あ
る
。
抜
け
て
み
て
、

つ
な
が
り
は
必
要
だ
っ
た

と
感
じ
る
面
も
あ
る
。

■
町
内
会
の
加
入
率
の
低

下
は
ど
の
地
域
に
お
い
て

も
課
題
。
有
事
の
際
に
隣

近
所
の
顔
が
わ
か
る
よ
う
、

自
主
防
災
組
織
な
ど
の
醸

成
が
必
要
。
町
の
公
式
ラ

イ
ン
で
様
々
な
情
報
発
信

を
行
っ
て
お
り
、
活
用
し

て
も
ら
い
た
い
。

〇
引
き
こ
も
り
が
ち
な
お

年
寄
り
に
遊
び
心
を
持
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
外
出

○
友
人
が
来
町
し
た
と
き

に
、
観
光
目
的
で
連
れ
て

行
け
る
場
所
が
少
な
い
よ

う
に
思
う
。
２
泊
以
上
す

る
場
合
は
暇
を
持
て
余
し

が
ち
に
な
る
。

■
町
内
で
立
ち
寄
れ
る
場

を
提
供
し
、
滞
在
型
観
光

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
は
従

来
か
ら
の
課
題
。
模
索
中

で
は
あ
る
が
、
観
光
事
業

者
ら
を
中
心
に
色
々
な
挑

戦
を
し
て
い
る
。
観
光
の

ア
イ
デ
ィ
ア
は
住
民
の
皆

さ
ん
か
ら
も
寄
せ
て
欲
し

い
。

○
役
員
の
成
り
手
不
足
で

町
内
会
を
解
散
し
よ
う
と

い
う
話
が
あ
る
。
こ
れ
か

ら
地
域
で
の
見
守
り
が
必

要
な
人
た
ち
が
増
え
て
い

く
中
で
民
生
委
員
の
方
た

ち
は
大
変
だ
と
思
う
の
で

処
遇
改
善
な
ど
も
必
要
で

は
な
い
か
。

動
で
音
更
高
校
や
帯
広
大

谷
短
大
の
学
生
と
意
見
交

換
を
行
っ
た
と
こ
ろ
大
変

有
意
義
で
あ
っ
た
。

機
会
の
確
保
を
。
外
に
出

か
け
ら
れ
る
興
味
を
持
つ

よ
う
な
き
っ
か
け
づ
く
り

と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
効
率
的
な
運
行
、
Ａ
Ｉ

の
活
用
な
ど
、
公
共
交
通

の
利
便
性
を
高
め
て
ほ
し

い
。

■
コ
ミ
バ
ス
は
フ
リ
ー
降

車
を
導
入
し
好
評
。
今
年

か
ら
新
た
な
停
車
場
を
設

け
る
な
ど
、
運
行
ル
ー
ト

を
見
直
し
変
更
し
た
。
自

身
も
他
の
自
治
体
で
導
入

し
て
い
る
自
動
運
転
バ
ス

を
視
察
し
て
お
り
、
引
き

続
き
調
査
研
究
し
て
い
く
。

Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
バ
ス
に
つ

い
て
は
近
隣
自
治
体
の
デ

ー
タ
を
集
計
し
て
導
入
を

検
討
で
き
な
い
か
担
当
部

署
に
意
見
を
出
し
て
い
く
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
に
つ

い
て
は
、
高
齢
者
の
活
動

範
囲
が
狭
ま
れ
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
様
々
な
状
況

の
方
を
支
援
で
き
る
よ
う

積
極
的
に
推
進
し
た
い
。

■
民
生
委
員
は
国
の
委
嘱

な
の
で
、
町
が
対
応
で
き

る
か
は
難
し
い
部
分
も
あ

る
。

■
町
内
会
の
維
持
に
つ
い

て
は
議
員
も
皆
、
問
題
と

し
て
捉
え
て
い
る
。

「議会だより」について「議会だより」について
ご意見をお寄せくださいご意見をお寄せください
Tel ４２−２１１１Tel ４２−２１１１
Fax ４２−３５７５Fax ４２−３５７５
E-mail �gikaisoumuka@town.E-mail �gikaisoumuka@town.

otofuke.hokkaido.jpotofuke.hokkaido.jp

町
民
４
名

堀
江　
靖
祥（
町
民
ク
ラ
ブ
）

不
破　
尚
美（
新
緑
会
）

新
村　
裕
司（
公
正
ク
ラ
ブ
）

町
民
４
名

堀
井　
正
憲（
音
和
の
会
）

神
長　
基
子（
日
本
共
産
党
）

三
浦　
和
子（
新
緑
会
）

町
民
３
名

伊
藤　
萌
里（
新
緑
会
）

阿
部　
秀
一（�

笑
顔
み
ら
い

音
更
）

平
子　
勇
輔（
創
成
会
）

え
ぞ
り
す
テ
ー
ブ
ル

え
ぞ
り
す
テ
ー
ブ
ル

か
わ
あ
い
さ
テ
ー
ブ
ル

か
わ
あ
い
さ
テ
ー
ブ
ル

き
た
き
つ
ね
テ
ー
ブ
ル

き
た
き
つ
ね
テ
ー
ブ
ル

町内会でコミバスツアー（北蘭西町内会）
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令
和
６
年
９
月
10
日
に
設
置
さ
れ
た
、
音
更
町
議
会
の
あ
り
方
調
査
特
別
委
員
会
は
、
14
回

開
催
さ
れ
、
令
和
７
年
10
月
１
日
の
本
会
議
に
審
査
報
告
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を

要
約
し
て
掲
載
し
ま
す
。

調
査
の
背
景

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

ま
と
め

審
議
の
内
容

山本忠淑委員長

音
更
町
議
会
の
あ
り
方

調
査
特
別
委
員
会
の
報
告

　

町
民
の
期
待
に
応
え
得

る
よ
り
良
い
議
会
運
営
の

実
現
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
に
、「
議
員
報
酬
」「
議

員
定
数
」「
多
様
な
民
意

を
反
映
す
る
議
会
の
役

割
」「
議
会
・
議
員
を
よ

り
身
近
に
感
じ
、
議
会
へ

の
関
心
を
高
め
ら
れ
る
取

組
」
な
ど
の
視
点
か
ら
、

議
会
に
お
け
る
民
意
の
反

映
と
そ
の
方
策
に
つ
い
て

調
査
・
検
討
を
行
っ
た
。

　

調
査
の
結
果
か
ら
、
議

会
・
議
員
活
動
、
議
員
そ

の
も
の
に
対
す
る
町
民
か

ら
の
認
知
度
が
低
い
実
態

が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

　

よ
り
多
く
の
町
民
に
理

解
と
関
心
を
高
め
て
も
ら

え
る
努
力
に
加
え
、
町
民

と
の
信
頼
関
係
の
構
築
、

対
話
を
通
じ
て
把
握
し
た

ニ
ー
ズ
を
基
に
議
会
と
し

て
施
策
を
提
言
す
る
こ
と

の
重
要
性
を
確
認
し
た
。

①
地
方
議
会
の
あ
り
方
調

査
特
別
委
員
会
報
告
書

（
平
成
30
年
）
の
検
証

　

議
会
活
動
の
充
実
・
強

化
、
常
任
委
員
会
の
活
性

化
に
つ
い
て
現
時
点
で
は

課
題
が
多
い
と
受
け
止
め

た
。

　

町
民
に
議
会
・
議
員
に

対
す
る
認
識
を
深
め
て
も

ら
う
活
動
や
議
員
の
資
質

向
上
に
お
け
る
個
々
の
研

鑽
努
力
、
継
続
的
な
会
派

活
動
の
充
実
へ
の
取
組
が

重
要
で
あ
る
と
結
論
付
け

た
。

②
議
会
に
お
け
る
民
意
の

反
映
と
そ
の
方
策

ア
音
更
町
議
会
に
お
け
る

現
状
と
今
後

　

一
般
質
問
へ
の
取
組
や

委
員
会
活
動
の
活
性
化
の

更
な
る
強
化
が
必
要
。
議

会
本
来
の
役
割
を
果
た
す

た
め
に
議
員
個
々
の
努
力

は
も
と
よ
り
、
会
派
に
お

け
る
取
組
の
積
み
重
ね
も

重
要
。
令
和
６
年
か
ら
取

り
組
ん
で
い
る
「
ま
ち
づ

く
り
を
語
り
合
う
会
」
を

継
続
、
発
展
さ
せ
る
こ
と

が
必
要
と
確
認
さ
れ
た
。

　

議
会
・
議
員
に
対
す
る

認
知
不
足
や
将
来
的
な
議

員
の
な
り
手
不
足
に
つ
い

て
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

イ
議
員
報
酬
等

　

令
和
元
年
５
月
１
日
か

ら
議
員
報
酬
の
額
を
引
き

上
げ
て
い
る
が
、
現
段
階

で
議
員
報
酬
の
額
を
引
き

上
げ
る
状
況
に
は
な
く
、

現
状
維
持
が
望
ま
し
い
と

結
論
付
け
た
。

ウ
議
員
定
数

　

議
員
定
数
は
、
議
員
自

ら
が
決
す
べ
き
と
し
て
、

本
町
議
会
の
現
状
と
課

題
、
社
会
情
勢
な
ど
を
鑑

み
、
民
意
を
反
映
で
き
る

議
会
と
し
て
妥
当
な
定
数

は
何
人
で
あ
る
か
に
つ
い

て
議
論
を
積
み
重
ね
た
結

果
、
一
部
を
除
き
、
定
数

は
２
人
削
減
す
べ
き
と
の

意
見
が
大
勢
を
占
め
た
。

③
議
会
基
本
条
例

　

音
更
町
ま
ち
づ
く
り
基

本
条
例
に
は
、「
議
会
の

役
割
と
責
務
」
及
び
「
議

員
の
責
務
」
に
つ
い
て
規

定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
条

例
の
規
定
及
び
議
会
提
要

を
も
っ
て
議
会
基
本
条
例

と
同
等
で
あ
る
と
い
う
認

識
の
も
と
、
現
状
に
お
い

　

本
特
別
委
員
会
で
は
本

町
議
会
の
あ
り
方
に
関
す

る
調
査
・
検
討
の
中
で
、

次
の
一
般
選
挙
か
ら
、
副

議
長
を
複
数
常
任
委
員
会

の
所
属
と
す
る
こ
と
で
、

議
長
の
常
任
委
員
辞
任
後
、

３
つ
の
常
任
委
員
会
に
お

け
る
委
員
構
成
を
各
６
人

と
し
、
議
員
定
数
を
20
人

か
ら
２
人
削
減
し
て
18
人

と
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ

る
と
の
結
論
に
達
し
た
。

　

今
後
、
委
員
会
活
動
の

充
実
、
積
極
的
な
情
報
発

信
、
議
員
個
人
の
研
鑽
努

力
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
促
進

な
ど
、
議
会
機
能
及
び
議

員
の
資
質
向
上
を
図
る
必

要
が
あ
る
。
こ
う
し
た
取

組
に
つ
い
て
、
議
会
運
営

委
員
会
な
ど
に
お
い
て
引

き
続
き
検
討
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
す
る
。

て
議
会
基
本
条
例
を
制
定

す
る
必
要
は
な
い
と
結
論

付
け
た
。

１年間かけて議論した内容を報告
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姉
妹
町

姉
妹
町  

軽
米
町
を
訪
問

軽
米
町
を
訪
問

　
７
月
22
日
か
ら
24
日
ま

で
の
３
日
間
、
山
本
忠
淑

副
議
長
と
、
１
期
目
の
議

員
、
過
去
に
訪
問
で
き
な

か
っ
た
議
員
９
名
で
姉
妹

町
の
岩
手
県
軽
米
町
を
訪

問
し
た
。

　

軽
米
町
役
場
に
到
着
す

る
と
、
山
本
賢
一
町
長
、

松
浦
満
雄
議
長
を
は
じ
め

議
員
の
皆
さ
ん
に
温
か
く

出
迎
え
て
い
た
だ
い
た
。

参
加
議
員
が
自
己
紹
介
を

兼
ね
て
議
員
活
動
に
対
す

る
思
い
な
ど
を
語
っ
た
ほ

か
、
議
員
を
志
し
た
き
っ

か
け
や
、
議
員
の
な
り
手

確
保
に
つ
い
て
な
ど
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

　

２
日
目
は
軽
米
町
議
員

に
も
同
行
い
た
だ
き
な
が

地域の資源を有効活用
（バイオマス発電所）

姉妹町締結40周年　これからも両町の発展のために

「
宇う

漢か

米め

館か
ん

」

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

ら
町
内
施
設
の
視
察
を
行

っ
た
。
か
る
ま
い
文
化
交

流
セ
ン
タ
ー「
宇
漢
米
館
」

は
、
令
和
５
年
12
月
開
館

の
複
合
施
設
で
、
生
涯
学

習
、
子
育
て
支
援
、
図
書

館
、
商
工
・
物
産
・
観
光

の
機
能
を
併
せ
持
つ
。
館

内
は
明
る
く
、
ぬ
く
も
り

を
感
じ
る
設
計
で
、
多
目

的
ホ
ー
ル
の
客
席
３
０
０

席
は
電
動
で
出
し
入
れ
が

可
能
。
キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ

オ
や
音
楽
用
ス
タ
ジ
オ
は
、

気
軽
に
利
用
で
き
る
工
夫

が
さ
れ
て
い
る
。
施
設
は

バ
ス
待
合
所
も
兼
ね
て
お

り
、
世
代
を
問
わ
ず
多
く

の
人
を
つ
な
ぐ
文
化
活
動

の
拠
点
と
な
っ
て
い
た
。

　

㈱
十
文
字
チ
キ
ン
カ
ン

パ
ニ
ー
の
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
所
は
、
地
域
の
資
源
で

あ
る
鶏
糞
を
最
大
限
に
活

用
し
た
火
力
発
電
所
で
、

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
と

燃
焼
後
の
灰
を
肥
料
と
し

て
活
用
し
資
源
循
環
の
一

役
を
担
っ
て
い
る
。
発
電

所
は
県
内
北
部
に
点
在
す

る
同
社
の
養
鶏
農
場
所
在

地
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
す

る
た
め
輸
送
エ
ネ
ル
ギ
ー

も
最
少
と
な
る
。
同
社
の

環
境
へ
の
配
慮
を
強
く
感

じ
た
。

　

令
和
７
年
は
、
軽
米
町

と
音
更
町
が
昭
和
60
年
に

姉
妹
の
盟
約
を
交
わ
し
て

40
年
の
節
目
と
な
る
。
こ

れ
ま
で
多
く
の
小
中
学
生

や
議
員
を
は
じ
め
町
の
関

係
者
が
交
流
に
関
わ
り
、

そ
れ
が
両
町
の
産
業
や
文

化
の
発
展
に
大
き
く
貢
献

し
て
き
た
も
の
と
考
え
る
。

今
後
も
相
互
理
解
を
深
め
、

歴
史
上
の
強
く
結
ば
れ
た

縁
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

ま
ち
づ
く
り
に
も
役
立
て

て
い
き
た
い
と
感
じ
た
。

17 令和7年（2025年）10月24日発行
おとふけ議会だより第220号



　

議
会
だ
よ
り
２
１
８
号
、

２
１
９
号
に
関
す
る
議
会

モ
ニ
タ
ー
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
表
紙
の
カ
ラ
ー
化

を
求
め
る
意
見
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も

た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
い

た
だ
き
大
変
参
考
に
な
り

ま
し
た
。
モ
ニ
タ
ー
の

方
々
が
議
会
だ
よ
り
を
真

摯
に
読
ん
で
く
だ
さ
っ
て

い
る
こ
と
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
紙
面
で

は
、
よ
り
読
み
や
す
く
す

る
た
め
に
、
余
白
や
色
分

け
な
ど
を
更
に
工
夫
い
た

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
表
紙
を

飾
っ
て
い
る
写
真
は
町
民

の
方
の
応
募
作
品
で
す
。

議
会
だ
よ
り
が
町
民
の
皆

様
に
よ
り
身
近
に
感
じ
て

も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

編
集
委
員 

三
浦
和
子

○
話
の
内
容
は
難
し
く
て

あ
ま
り
わ
か
ら
な
か
っ
た

け
ど
、
と
て
も
真
剣
に
ま

ち
の
こ
と
を
話
し
合
っ
て

い
て
す
ご
い
な
と
思
い
ま

し
た
。

○
質
問
に
は
、
全
員
で
話

　
９
月
16
日
、
17
日
の

一
般
質
問
を
、
音
更
小

学
校
の
６
年
生
が
傍
聴

し
ま
し
た
。
い
た
だ
い

た
感
想
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

音

更

小

学

校

６

年

生

音

更

小

学

校

６

年

生

２

ク

ラ

ス

が

議

会

を

傍

聴

２

ク

ラ

ス

が

議

会

を

傍

聴

し
合
い
な
が
ら
答
え
る
の

か
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、

同
じ
人
が
た
く
さ
ん
答
え

て
い
て
、
そ
の
話
題
に
関

連
し
て
い
る
こ
と
を
担
当

し
て
い
る
人
は
、
た
く
さ

ん
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
ら
大
変
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。
伊
藤
議
員
は
、

１
回
質
問
し
て
終
わ
り
か

と
思
っ
た
ら
、
再
質
問
を

た
く
さ
ん
し
て
、
ま
ち
を

よ
り
良
く
す
る
た
め
に
熱

心
に
質
問
を
し
て
い
て
す

ご
か
っ
た
で
す
。
議
員
さ

ん
も
緊
張
感
の
あ
る
雰
囲

気
の
中
で
話
を
進
め
る
の

は
、
と
て
も
す
ご
い
し
尊

敬
し
ま
し
た
。

○
話
し
て
い
る
内
容
は
難

し
か
っ
た
け
ど
、
１
つ
の

質
問
に
対
し
て
、
丁
寧
に

答
え
て
い
て
す
ご
い
な
と

思
い
ま
し
た
。
ル
ー
ル
の

よ
う
な
も
の
に
つ
い
て
知

る
こ
と
が
で
き
、
自
分
も

聞
い
て
い
て
初
め
て
の
体

験
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。

○
話
し
合
っ
て
い
る
内
容

は
、
な
ん
と
な
く
は
わ
か

っ
た
け
ど
、
難
し
い
言
葉

や
表
現
な
ど
も
使
っ
て
い

て
答
え
る
人
も
質
問
す
る

人
も
考
え
て
発
言
す
る
の

は
大
変
だ
ろ
う
な
と
思
い

ま
し
た
。

○
い
ろ
い
ろ
な
役
割
が
あ

っ
て
、
質
問
す
る
人
や
答

え
る
人
、議
長
さ
ん
な
ど
、

み
な
さ
ん
が
い
ろ
い
ろ
な

意
見
を
出
し
て
討
論
し
合

っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
決
ま
る
ん
だ
と
わ
か
っ

た
し
、
音
更
町
議
会
が
あ

る
か
ら
、
学
校
の
エ
ア
コ

ン
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と

が
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

真剣なまなざしで議会を傍聴

日　時日　時

場　所場　所

演奏者演奏者

「議場コンサート」を開催します「議場コンサート」を開催します
　音楽によるまちづくりの取組を通じて、より多くの方に議
場へ足を運んでいただき、音更町議会を身近に感じ関心を
もっていただくことを目的に、議場コンサートを開催します。

令和 7年 12月 15日（月曜日）令和 7年 12月 15日（月曜日）
午前 9時 15分開演（午前 9時 05分開場）午前 9時 15分開演（午前 9時 05分開場）

役場 2階　議場役場 2階　議場

Duo　Arco（デュオ　アルコ）Duo　Arco（デュオ　アルコ）
　大島　弓人　さん（ヴァイオリン）　大島　弓人　さん（ヴァイオリン）
　神田　尚己　さん（チェロ）　神田　尚己　さん（チェロ）
� ※共に音更町地域おこし協力隊員� ※共に音更町地域おこし協力隊員
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